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一
五
七
五
年
ラ
イ
デ
ン
大
学
は
創
設
さ
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
に
代
わ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
大
学
、
殊
に
カ
ル
ヴ

ァ
ン
派
の
聖
職
者
の
養
成
が
強
く
要
望
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
印
、
己
鳥
①
儲
（
扇
誤
）
》
の
吋
○
昌
侭
の
国
（
畠
尽
）
ゞ
胃
吊
の
茸
（
民
患
）
ゞ

国
画
ａ
ｑ
乏
算
（
届
岳
）
と
相
次
い
で
大
学
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
皀
匡
の
胃
①
艀
言
○
一
と
呼
ば
れ
る
学
校
が
ロ
①
ぐ
の
具
閏
（
晟
馨
）
》

シ
日
里
①
ａ
四
目
（
岳
箇
）
）
国
ｇ
の
‐
一
①
‐
己
月
（
屋
韻
）
ゞ
印
①
目
（
思
念
）
》
三
己
号
ぎ
匡
侭
（
晟
認
）
の
各
地
に
あ
り
、
な
か
に
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
よ
う
に
医
学
や
解
剖
学
を
教
え
る
場
合
が
あ
っ
た
。
周
知
の
通
り
、
ふ
つ
う
大
学
は
内
科
医
の
養
成
を
主
眼
と
し
、
主
要
都
市
に
外
科
医

の
ギ
ル
ド
が
存
在
し
た
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
ず
、
以
下
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
学
部
の
学
問
継
承
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
列
伝
風
に
紹
介
す
る
。

初
期
の
教
授
た
ち
は
も
っ
ぱ
ら
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
ガ
レ
ノ
ス
の
注
釈
と
講
義
が
中
心
で
あ
っ
た
。
蘭
学
時
代
の
草
木
譜
で
有
名
な
ド
ド
ネ

ウ
ス
も
一
五
八
○
年
代
に
教
授
を
務
め
て
い
る
が
、
晩
年
の
三
年
間
で
あ
り
、
主
な
活
動
は
し
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
医
学
部
に
最
初
に
学

生
が
登
録
し
た
の
は
一
五
七
八
年
九
月
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
も
英
国
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
約
一
ヶ
月
後
に
二
人
目
の
医
学
部
学
生
と
し
て

オ
ラ
ン
ダ
人
が
初
め
て
入
学
し
て
い
る
。
最
初
の
学
位
は
一
五
八
○
年
二
月
に
授
与
さ
れ
た
。

ラ
イ
デ
ン
大
学
と
言
え
ば
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
名
と
と
も
に
臨
床
教
育
が
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
学
統
は
一
七
世
紀
の
○
茸
○
国
の
貝
‐

口
旨
の
ま
で
遡
る
。
一
六
三
六
年
彼
は
大
学
当
局
を
説
得
し
、
学
生
を
聖
セ
シ
リ
ア
病
院
の
患
者
の
問
診
に
よ
り
病
歴
、
症
状
と
徴
候
を
と
り
、

会
長
講
演

ラ
イ
デ
ン
大
学
医
学
部
の
学
統
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予
後
と
処
置
に
つ
い
て
自
分
で
判
断
す
る
よ
う
指
導
し
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
臨
床
教
育
は
医
化
学
で
有
名
な
国
号
両
国
○
の
尊
き
旨
の
に

引
き
継
が
れ
て
発
展
し
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
に
よ
り
高
名
に
な
る
。

ラ
ィ
デ
ン
で
最
初
に
解
剖
が
挙
行
さ
れ
た
の
は
い
つ
か
判
然
と
し
な
い
が
、
一
五
九
三
年
に
解
剖
用
死
体
確
保
の
特
権
が
与
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
、
公
的
に
は
こ
の
時
以
来
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
く
し
て
北
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
最
初
の
解
剖
教
室
言
①
禺
昌
白
目
異
○
目
２
日
）

が
設
け
ら
れ
、
公
開
の
解
剖
も
行
わ
れ
た
。
最
初
の
解
剖
学
教
授
は
詞
思
こ
ぎ
で
、
動
物
や
ヒ
ト
の
骨
格
や
他
の
標
本
を
収
集
し
、
夏
に
は

解
剖
が
行
わ
れ
な
い
の
で
、
解
剖
教
室
に
飾
ら
れ
教
育
に
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
一
五
九
四
年
か
ら
薬
草
の
た
め
の
植
物
園
（
９
日
目
の

９
国
己
ｇ
巴
が
大
学
本
館
の
裏
側
に
設
け
ら
れ
た
。

一
八
世
紀
は
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
と
と
も
に
始
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
彼
に
つ
い
て
は
阿
知
波
五
郎
博
士
の
研
究
に
譲
り
、
こ

こ
で
は
彼
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
機
械
論
の
医
学
へ
の
適
用
を
強
調
し
、
一
七
世
紀
後
半
に
影
響
の
あ
っ
た
デ
カ
ル
ト
流
の
生
理
学
を
シ
ル
ヴ
ィ

ウ
ス
と
と
も
に
批
判
し
た
こ
と
に
言
及
す
る
に
留
め
る
。
彼
の
死
後
臨
床
教
育
は
衰
退
し
、
一
七
四
四
年
以
後
セ
シ
リ
ア
病
院
で
こ
れ
が
行

わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
復
活
し
た
の
は
一
七
八
六
年
か
ら
で
、
一
七
九
九
年
に
は
市
の
セ
シ
リ
ア
病
院
と
は
別
に
、
教
育
用
の
大
学
病
院
も

開
設
さ
れ
た
。
一
八
世
紀
は
解
剖
学
で
成
果
が
あ
が
っ
た
。
そ
の
代
表
は
鈩
冒
ロ
ロ
の
親
子
と
因
齪
且
号
耳
で
あ
る
。
殊
に
息
子
の
國
印

ど
豆
口
匡
の
は
、
旨
富
国
口
①
の
冒
口
呂
閏
が
「
解
剖
学
で
何
か
新
し
い
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
ア
ル
ピ
ヌ
ス
の
仕
事
に
ま
で

遡
れ
る
」
と
言
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
ラ
イ
デ
ン
解
剖
学
の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
た
。
ま
た
も
う
一
方
の
息
子
の
。
殴
邑
昌
甘
風
も

一
九
世
紀
初
頭
に
解
剖
学
教
授
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
世
紀
の
初
め
か
ら
半
ば
に
か
け
て
三
八
年
間
教
授
を
つ
と
め
た
○
卑
且
の
ぐ
目
号
吋
国
○
①
ぐ
ｇ
は
、
彼
の
学
生
時
代
の
医
学
教
育
の

回
想
で
、
日
．
砂
且
号
風
は
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
医
学
入
門
の
解
説
に
終
始
し
、
ロ
ロ
も
巳
の
外
科
学
と
産
科
学
は
古
い
フ
ラ
ン
ス
学
派
の

も
の
で
、
卑
属
日
四
己
の
の
化
学
と
植
物
学
の
講
義
は
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
い
う
彼
自
身
医
学
教
育
に
は
ラ
テ
ン
語

が
適
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
烈
し
く
批
判
さ
れ
た
。
事
実
一
八
二
三
年
に
な
っ
て
も
、
Ｑ
ｏ
昌
侭
①
ロ
大
学
を
例
外
と
し
て
、
講
義
は
ラ
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テ
ン
語
で
行
わ
れ
て
い
た
。
医
学
の
体
制
に
、
最
近
の
科
学
の
発
展
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
伝

統
的
に
医
学
部
教
授
は
三
な
い
し
は
四
人
で
構
成
さ
れ
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
併
合
時
代
に
一
時
七
人
の
教
授
を
擁
す
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
復
活
後
の
一
八
一
五
年
の
条
例
で
は
、
ラ
イ
デ
ン
は
四
人
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
と
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
は
三
人
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
状
況

は
一
八
四
一
年
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
ず
、
私
講
師
制
も
な
か
っ
た
か
ら
、
同
時
代
の
ド
イ
ツ
の
大
学
が
一
二
か
ら
一
八
人
の
教
師
陣
を
擁
し

て
い
る
の
に
比
べ
著
し
く
見
劣
り
が
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
教
授
科
目
は
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
病
理
学
、
医
学
実
習
、
薬
草
学
、
外
科
学
、

産
科
学
、
法
医
学
と
あ
っ
た
が
、
教
授
は
こ
れ
ら
特
定
の
専
門
分
野
の
講
座
と
い
う
よ
り
は
、
医
学
部
全
体
と
し
て
任
命
さ
れ
、
各
人
が
上

記
科
目
を
分
担
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
デ
ン
で
専
門
の
教
授
が
登
場
し
た
の
は
一
八
四
八
年
で
、
こ
の
年
産
婦
人
科
、
眼
科
、
法
医
学

の
最
初
の
教
授
が
そ
ろ
っ
て
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
解
剖
学
か
ら
離
れ
て
、
生
理
学
専
門
の
教
授
の
任
命
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
ニ
八
五
二
や
他
の

大
学
に
遅
れ
を
と
っ
た
が
、
一
八
六
六
年
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
九
世
紀
の
ラ
イ
デ
ン
は
医
学
の
近
代
化
と
専
門
化
へ
の
道
を
歩
み

始
め
た
。
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）


